
団　体　名

団体の所在地 代表者名

2. 実施期間

５. 活動内容・結果

（参加者数、階層・

人数等）

６. 成果・反響・

反省点等

8. 活動写真・説明

　（20字以内）

1. 事業名 2050カーボンニュートラル実現に向けた担い手の育成（教育・啓発活動）
－ 未来を担う世代への活動展開 －

令和4年4月1日～令和5年3月7日

4. 活動形態 　　団体立ち上げ（スタートアップ）　　　　実践活動　　　　調査活動
　　環境パートナーシップ事業（協働団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3. 主な実施場所
オンライン（Zoom）、会議室、現地

様式10　＜（公財）ひょうご環境創造協会　ホームページ掲載用＞

令和4年度　ひょうご環境保全創造活動助成　活動報告書

地球環境と産業化研究会

神戸市北区 伊熊　敏郎

公開講座や勉強会、セミナーなどを開催することで、企業や地域、若い世代などの有志（参加者の延べ
人数191）が地球環境問題を学ぶ機会が創出され、「2050カーボンニュートラル」の実現に向けた取り
組みの輪を広げていくことができた。公開講座や勉強会、セミナーのアンケート回答者ほぼ全員から、各
回の内容と運営についてともに「非常に良かった」「良かった」との評価を得ている。

公開講座で、講義とともに、各講義のテーマに沿った内容についての「若者の取り組み事例」の発表・
意見交換を実施することで、大学生や高校生の活動団体・グループと参加者との交流が図られた。参加者
から発表者に対する種々のアドバイスや関連情報提供が行われ、若者の今後の取組みの参考になることが
期待される。

反省点には、⑴若年層からの参加を期待し、①公開講座開催では大学生や高校生への発表機会を提供す

る、②有料の勉強会開催では大学生等への無料参加枠を設ける、③学生団体や高校生の活動クループなど

と交流会を開催するなどの策を講じたが、発表者以外の若年層からの参加が少なかった。⑵気候変動問題

とエネルギーをテーマにした公開講座の企画に際し、若者の活動について調査・検討を行ったが、資源循

環に関わる事例は多々あるがエネルギーに関わる事例は非常に少なく、事例発表の調整に苦労した。⑶イ

ベント開催がほぼオンライン方式のため、対面での情報交換の場を提供できなかったことにより、幅広い
交流のための機会が失われた。
　これらの反省点は、次年度の検討課題とする。

７. 成果物 なし

写真①～③に「未来を担う世代との交流会や彼らの発表、ひょうごユースecoフォーラムでの展
示」を掲載する。（①と②はオンライン開催）

⑴「地球環境とエネルギー」にかかわる一般公開の講座や見学会などの開催

❶基礎講座『地球環境とエネルギー ― 気候変動の影響を知り、自然エネルギーへの転換を考える(1日目、2日目)』

(実施日6/12・6/19)：各回の参加者29(うち学生6)・26(うち学生9)(申込数38・38)

❷基礎講座『環境問題と法 ～ 其の一「廃棄物・資源循環』(実施日12/18)：参加者22(うち学生3)(申込数29)

❸基礎講座『気候危機とエネルギー』(実施日2/25)：参加者25(うち学生7)(申込数31)

❹見学会『未来ITC研究所(神戸市西区)と広谷池水上太陽光発電所(兵庫県稲美町)』(実施日6/29)：参加者12

❺見学会『すいそ フロンティア号/荷役基地(神戸市中央区)』(実施日2/28)：参加者28

⑵事業(教育・啓発活動)継続のため財政基盤の確保と公開講座の企画への反映

❶第10回勉強会『純水素型燃料電池を活用した世界初「工場のRE100化」実証施設とは！―脱炭素に取り組む企業・

地域・大学などに有望なソリューション―』(中央区文化センター(神戸市)、実施日9/1)：参加者32(申込数39)

❷第11回勉強会『水素エネルギー社会の実現に向けて ― 地域での水素サプライチェーンの構築と事業化』(実施日

10/31)：参加者17(申込数19)

❸ひょうごユースｅｃｏフォーラムに参加、ポスター展示とチラシ配布(実施日1/14)

❹大学生(神戸大学環境会議)や高校生(高校生エシカル推進委員会、兵庫県立神戸商業高等学校)との交流会を適宜開催

神戸大学との交流会 基礎講座（学生さんの発表）

京都女子大学

ひょうごユースecoフォーラム


